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交
響
曲
の
革
新
の
歴
史
―「
第
九
」の
構
想

29
歳
で
完
成
さ
せ
た
交
響
曲
第
1
番
に
始
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
生
涯
に
残
し
た
９
曲
の
交
響
曲
は
、「
古
典
派
時
代
の
交
響
曲
の
革

新
の
歴
史
」
と
言
え
る
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ス
ケ
ル
ツ
ォ
楽

章
の
導
入
（
第
２
番
）、50
分
に
お
よ
ぶ
未
曾
有
の
規
模
（
第
3
番
「
英

雄
」）、
主
題
動
機
の
徹
底
的
な
展
開
（
第
5
番
「
運
命
」）、
５
楽
章

構
成
と
鮮
烈
な
自
然
描
写
（
第
6
番
「
田
園
」）、
そ
し
て
交
響
曲
へ

の
声
楽
の
導
入
と
ロ
マ
ン
的
な
表
現
の
深
化
（
第
９
番
）
な
ど
、
数

え
き
れ
な
い
革
新
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
特
に
「
第
九
」
の
瞑
想
的

な
第
３
楽
章
、
シ
ラ
ー
の
詩
と
音
楽
を
融
合
さ
せ
た
第
４
楽
章
「
歓

喜
の
歌
」
は
、後
の
作
曲
家
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
た
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
シ
ラ
ー
の
『
歓
喜
に
寄
せ
て
』
に
出
会
っ
た
の
は
「
第

九
」
の
初
演
か
ら
32
年
も
前
の
1
7
9
2
年
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

こ
の
詩
と
出
会
っ
て
す
ぐ
に
音
楽
を
つ
け
た
い
と
考
え
た
が
、
当
初

は
こ
の
詩
を
交
響
曲
に
盛
り
込
む
と
い
う
構
想
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、30
年
を
超
え
る
創
作
活
動
の
中
で『
歓
喜
に
寄
せ
て
』は「
第

九
」
の
終
楽
章
へ
と
結
実
す
る
の
だ
。「
第
九
」
が
本
格
的
に
着
手
さ

れ
た
当
初
、
第
４
楽
章
は
声
楽
を
含
ま
な
い
通
常
の
器
楽
の
み
の
楽

章
で
、『
歓
喜
に
寄
せ
て
』
は
次
の
交
響
曲
（
第
10
番
？
）
に
使
用
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、様
々
な
事
情
で
「
９
番
」
と
「
10
番
？
」

の
２
曲
の
創
作
を
断
念
し
、そ
れ
ら
の
素
材
を
統
合
し
て
現
在
の
「
第

九
」
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
当
初
の
器

楽
の
み
に
よ
る
第
４
楽
章
は
、
後
に
弦
楽
四
重
奏
曲
第
15
番
の
第
５

楽
章
に
転
用
さ
れ
た
。

全
人
類
を
魅
了
す
る『
第
九
』の
魅
力

「
第
九
」
の
初
演
は
1
8
2
4
年
5
月
7
日
。
ウ
ィ
ー
ン
の
ケ
ル
ン

ト
ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
で
、
作
曲
者
立
会
い
の
も
と
行
わ
れ
た
。
ウ
ィ
ー

ン
の
聴
衆
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
作
曲

者
の
不
安
と
は
裏
腹
に
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
耳
が
聞
こ
え

な
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
ア
ル
ト
の
歌
手
が
喝
采
す
る
聴
衆
の
方
へ
向

か
せ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
初
め
て
成
功
に
気
づ
い
た
と
い
う
逸
話

が
有
名
だ
。

初
演
か
ら
2
0
0
年
を
経
て
な
お
輝
き
つ
づ
け
る
「
第
九
」
の
魅
力

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
、
新
日
本
フ
ィ
ル
の
音
楽
監
督

と
し
て
タ
ク
ト
を
と
る
名
指
揮
者
、
佐
渡
裕
は
「
1
～
3
楽
章
ま
で

全
て
が
4
楽
章
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
歓
喜
の
歌
の

世
界
に
到
達
し
、「
す
べ
て
の
人
類
が
兄
弟
に
な
る
」
と
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
歌
い
あ
げ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
う
簡
単
に
平
和
が
実

現
し
な
い
現
実
も
こ
の
曲
は
訴
え
て
い
る
。
い
ま
も
続
く
戦
争
や
分

断
な
ど
を
前
に
、
曲
の
誕
生
か
ら
2
0
0
年
を
経
て
も
色
あ
せ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
現
代
を
生
き
る
我
々
が
い
ま
こ
そ
歌
い
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

さ
ら
に
佐
渡
裕
は
、
未
曾
有
の
被
害
と
な
っ
た
2
0
1
1
年
の
東

日
本
大
震
災
の
3
日
後
に
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
響
と
ケ
ル
ン
放
送

響
か
ら
「
第
九
」
の
指
揮
を
依
頼
さ
れ
「
こ
の
悲
し
み
の
ど
ん
底
で
、

歓
喜
の
歌
？
」
と
驚
い
た
経
験
が
あ
る
。
し
か
し
、
話
を
進
め
る
う

ち
「
苦
し
い
時
、
辛
い
時
こ
そ
、
人
を
励
ま
し
、
平
和
を
祈
る
曲
な

の
だ
」
と
改
め
て
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
人
間
の
根
源
的
な
感
情
を

揺
り
動
か
し
、
平
和
を
希
求
し
続
け
る
と
い
う
普
遍
的
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
誰
よ
り
も
、
生
き
る
苦
し
み
を
知
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
け
に

な
し
得
た
「
鳴
り
響
く
思
想
」
を
全
身
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Yutaka Sado & New Japan Philharmonic / Beethoven Symphony No.9
故
郷
の
ボ
ン
か
ら
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
へ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
1
7
7
0
年
に
ド
イ
ツ
の
歴
史
深
い
街
ボ
ン
に

誕
生
し
た
。
幼
く
し
て
音
楽
的
才
能
を
発
揮
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

だ
が
、
幼
少
期
は
幸
福
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

の
父
が
息
子
に
虐
待
と
も
言
え
る
苛
烈
な
ス
パ
ル
タ
教
育
を
施
し
、

神
童
と
し
て
金
儲
け
を
し
よ
う
と
画
策
し
た
か
ら
だ
。
そ
ん
な
危
機

を
乗
り
越
え
、
優
れ
た
音
楽
家
に
成
長
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

1
7
8
7
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
敬
愛
す
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
出
会
い
才

能
を
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
愛
す
る
母
の
危
篤
に
よ
り

故
郷
ボ
ン
へ
戻
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
へ
の
弟
子
入

り
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

1
7
9
0
年
、20
歳
に
な
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ボ
ン
に
立
ち
寄
っ

た
ハ
イ
ド
ン
に
も
才
能
を
認
め
ら
れ
弟
子
入
り
を
許
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
ヴ
ァ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
の
援
助
に
よ
り
、
つ
い
に
音
楽
の

都
ウ
ィ
ー
ン
で
活
動
し
ハ
イ
ド
ン
に
師
事
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。

故
郷
を
離
れ
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
旅
立
つ
際
に
伯
爵
が
贈
っ
た
言
葉
が
感

動
的
だ
。「
親
愛
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
！
君
は
夢
を
叶
え
る
た
め
に

ウ
ィ
ー
ン
へ
行
く
の
だ
！
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
魂
を
ハ
イ
ド
ン
の
手
か
ら
受
け
取
り
た
ま
え
！
」
ウ
ィ
ー
ン
で
活

動
を
開
始
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
師
で
あ
る
ハ
イ
ド
ン
と
は
性

格
の
違
い
か
ら
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
が
続
い
た
よ
う
だ
が
、
瞬
く

間
に
作
曲
家
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
ウ
ィ
ー
ン
屈
指
の
技
巧
派
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
名
声
を
博
す
の
で
あ
る
。

〈
ミ
ュ
ー
ズ
開
館
30
周
年
記
念
〉

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン『
第
九
』

佐
渡
裕［
指
揮
］＆
新
日
本
フ
ィ
ル

佐渡裕［指揮］
新日本フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン：交響曲第9番『合唱付き』

好評発売中12月14日（木）18:15開場　19:00開演
アークホール
料金◆全席指定　S席¥8,500　A席¥7,500　B席¥6,500　P席¥6,000
　　　　　　　　S席¥7,300　A席¥6,500　B席¥5,700　P席¥5,300
曲目◆  ブラームス：コラール前奏曲「一輪のバラが咲いて」［Org］
 J.S. バッハ：トッカータとフーガ ヘ長調　BWV 540［Org］
 ベートーヴェン：交響曲第9番 ニ短調 作品125「合唱付き」
出演◆  高野百合絵［ソプラノ］ 清水華澄［メゾ・ソプラノ］
 笛田博昭［テノール］ 平野和［バリトン］
 栗友会合唱団
 原田真侑［オルガン］

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※�都合により出演者・曲目の一部が変更になる場合がございます。

メンバーズ特割

人
類
最
高
の
音
楽
遺
産『
第
九
』を
紐
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド

ベートーヴェンの自筆による「第九」の�
楽譜［ベルリン州立図書館］

ウィーンへの旅立ちに際しヴァルトシュタ
イン伯爵が贈った感動のメッセージ

1821～ 23年に温泉保養地バーデンで�
「第九」の作曲の大半が進められた

1817年にはマイヤー・アム・プファール
プラッツに滞在し「第九」の作曲を進めた

「第九」が初演されたケルントナートーア
劇場。初演は温かく迎えられた

1827年のベートーヴェンの葬儀。シュー
ベルトなど２万人もの人々が参列した

20代後半から難聴の症状に苦しんだ�
ベートーヴェンが使用した補聴器

音楽家として難聴に絶望してしたためた「ハイリ
ゲンシュタットの遺書」

新日本フィルの音楽監督として新時代を
築く世界的名指揮者・佐渡裕

ⒸTakashi�Iijima

Chronology of Beethoven's life
1770年（０歳）　　 ドイツのボンに生まれる。
1773年（3歳）　　  幼くして音楽的才能を発揮。アルコール中毒の父の苛烈なスパルタ教育が始まる。
1787年（17歳）　　ウィーンで尊敬するモーツァルトに会い絶賛されるが、母の危篤による故郷ボンに戻る。
1792年（22歳）　　 ヴァルトシュタイン伯爵の支援でウィーンでの活動を開始。
　　　　　　　　ハイドンに弟子入りするも、性格が違いすぎる二人は、師弟としてはあまりうまくいかなかったようだ。
　　　　　　　　シラーの詩『歓喜に寄せて』に出会い感銘をうけ音楽化を構想する。
1795年（25歳）　　 初めての作品集「ピアノ三重奏曲作品１」を初演。
　　　　　　　　ピアノ協奏曲第1番・第2番を初演。
　　　　　　　　楽都ウィーン随一のピアニストとして人気を集める。
1799年（29歳）　　難聴の症状が悪化する。
1800年（30歳）　　交響曲第1番を初演。
1802年（32歳）　　 難聴に悩み「ハイリゲンシュタットの遺書」を書く。
　　　　　　　　「私を死から引き留めているのはただ芸術だけだ」
1804年（34歳）　　交響曲第3番「英雄」を完成。
1808年（38歳）　　交響曲第5番「運命」／交響曲第6番「田園」初演。
1810年（40歳）　　ほとんど耳が聞こえなくなる。
1812年（42歳）　　交響曲第７番／交響曲第8番を完成。
1815年（45歳）　　交響曲第9番の作曲を開始。
1824年（54歳）　　交響曲第9番が完成。ケルントナートーア劇場で初演。
1827年（57歳）　　 体調が悪化。病床で交響曲10番に着手するも肝硬変のため死去。
　　　　　　　　葬儀には２万人もが参列した。

1823年の肖像画
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Cirque de la SymphonieCirque de la Symphonie
シルク・ドゥラ・シンフォニー

全
国
で
チ
ケ
ッ
ト
完
売
が
続
出
！

音
楽
フ
ァ
ン
を
も
唸
ら
せ
る
演
奏
と

ス
リ
リ
ン
グ
な
演
出
の
数
々
！

エ
ア
リ
ア
ル
と
言
わ
れ
る
空
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

演
技
に
説
明
は
不
要
だ
ろ
う
。
写
真
の
数
々
を
ご

覧
の
通
り「
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
オ
ケ
の
頭
上
で
や
る

の
！？
」と
い
う
ス
リ
リ
ン
グ
な
演
技
が
連
発
さ
れ
る
。こ
の
圧

倒
的
な
空
中
ショ
ー
に
シ
ン
ク
ロ
す
る
の
が
、名
指
揮
者
ジャ

ジュ
ー
ラ
が
放
つ「
カ
ル
メ
ン
」「
威
風
堂
々
」「
剣
の
舞
」な
ど

誰
も
が
知
る
名
曲
の
壮
大
な
ラ
イ
ブ
演
奏
だ
！

1
9
6
1
年
に
キ
ー
ウ
に
生
ま
れ
た
ジャ
ジュ
ー
ラ
は
、数
々

の
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
頭
角
を
現
し
、バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、

小
澤
征
爾
、プ
レ
ヴィン
の
薫
陶
を
受
け
た
東
欧
屈
指
の
名

指
揮
者
。1
9
9
6
年
以
来
25
年
以
上
に
わ
た
り
音
楽
監

督
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
フィル
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
率
い
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の一
流
の
歌
劇
場
に
数
多
く
客
演
し
多
く
の
オ
ペ
ラ

や
バ
レ
エ
を
成
功
に
導
い
て
き
た
巨
匠
中
の
巨
匠
。「
こ
ん

な
時
に
こ
そ
音
楽
の
力
を
！
」と
い
う
楽
団
員
の
強
い
思
い

を
の
せ
た
熱
い
音
楽
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

２０１８年、２０２０年の日本ツアーで大旋風を巻き起こした《シルク・ドゥラ・シンフォニー》２０１８年、２０２０年の日本ツアーで大旋風を巻き起こした《シルク・ドゥラ・シンフォニー》
サーカスとオーケストラが融合するという斬新なステージの魅力に迫る！サーカスとオーケストラが融合するという斬新なステージの魅力に迫る！

ミ
ュ
ー
ズ
初
登
場
！
サ
ー
カ
ス
＆

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
！！
世
界
が
絶
賛
す
る

最
高
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
！

C
i
r
q
u
e
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
サ
ー
カ
ス
」の
意
。「
シ

ル
ク・ド
ゥ
ラ・シ
ン
フ
ォニ
ー
」は
、直
訳
す
れ
ば「
交
響
楽
の

サ
ー
カ
ス
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。大
胆
極
ま
り
な
い
こ
の

組
み
合
わ
せ
は
、2
0
0
6
年
に
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団《
シ
ル
ク・ド
ゥ
ラ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
》の

メ
ン
バ
ー
は
、元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や
シ
ル
ク・ド・ソ
レ
イ

ユ
な
ど
有
名
カ
ン
パ
ニ
ー
の
出
身
者
も
含
ま
れ
る
な
ど
、世

界
最
高
峰
の
演
技
水
準
を
誇
る
。そ
し
て
ま
た
こ
れ
ま
で
共

演
し
て
き
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
凄
い
！
フィ
ラ
デ
ル
フィ
ア

管
弦
楽
団
、シ
カ
ゴ
交
響
楽
団
、ボ
ス
ト
ン・ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
５
が
含
ま
れ
、さ
ら
に
国
境

を
越
え
て
シ
ド
ニ
ー
交
響
楽
団
や
ロ
シ
ア
国
立
交
響
楽
団

な
ど
世
界
の
ト
ッ
プ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

文
化
大
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
誇
る
最
高
の

オ
ケ
が
来
日
！
芸
術
の
灯
を
消
さ
な
い
！

い
ま
こ
そ
音
楽
の
力
を
！

日
本
で
は
2
0
1
8
年
に
初
め
て
全
国
18
公
演
ツ
ア
ー
が

実
現
し
た
の
だ
が
、そ
こ
で
は
な
ん
と
プ
ロ
デュ
ー
サ
ー
の
粘

り
強
い
交
渉
に
よ
り
、東
欧
随一の
名
門
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
フィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演
が
実
現
し
た
の
だ
！
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
は
、サ
ー
カ
ス
の
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
ス
リ
リ
ン
グ
さ
に
驚
嘆
し
、ま
た
サ
ー
カ
ス
の
メ
ン

バ
ー
も
文
化
大
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
誇
る
一流
オ
ケ
の
底
力
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、両
者
が
意
気
投
合
し
た
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
2
0
2
0
年
１
～
２
月
に
も
日
本
ツ
ア
ー

を
大
成
功
さ
せ
た
両
者
だ
っ
た
が
、2
0
2
2
年
2
月
に
開

始
さ
れ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
豊
穣
な
文
化
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。避
難
所
と
な
っ
た
歌

劇
場
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
攻
撃
を
受
け
る
映
像
を
ご

記
憶
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
本
当
に
来
日
で
き

る
の
か
直
前
ま
で
交
渉
と
調
整
が
進
め
ら
れ
た
が
、首
席
指

揮
者
の
ジャ
ジュ
ー
ラ
を
始
め
楽
団
員
の「
い
ま
こ
そ
芸
術
の

力
を
！
」と
の
思
い
は
強
く
、移
動
手
段
な
ど
安
全
確
保
の

様
々
な
対
策
が
練
ら
れ
た
う
え
で
、み
た
び
両
者
の
共
演
が

実
現
す
る
こ
と
と
なった
の
だ
！

バーンスタイン、小澤征爾の薫陶をうけた名指揮者ジャジューラ

文化大国ウクライナが誇る名門ウクライナ国立フィルハーモニー
交響楽団

Cirque de la Symphonie
シルク・ドゥラ・シンフォニー

ウクライナ国立フィル
2024年1月3日（水）13:15開場　14:00開演
アークホール
料金◆全席指定　SS席¥12,500　S席¥11,000
　　　　　　　　A席¥9,000　　 B席¥7,000

　　　全席指定　SS席¥11,000　S席¥9,500
　　　　　　　　A席¥8,000　　 B席¥6,000

※３歳までのお子様の入場不可。

好評発売中

メンバーズ特割

ロープを自在に移動するハラハラドキドキのエアリアルロープ

演技者の肉体を駆使した彫刻・絵画を彷彿させるバランシング・アクト

天上から吊るされた布を使った自由な空中演技エアリアル

�観ている人を笑顔にさせる軽快で愉快なジャグリング

舞台上を優雅に舞う息の合った美しいパフォーマンス
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Celtic Christmas
心温まる郷愁　躍動感溢れるリズム心温まる郷愁　躍動感溢れるリズム
幻想と神秘に包まれた ケルト音楽の祭典幻想と神秘に包まれた ケルト音楽の祭典！！

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
最
高
峰

鉄
壁
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ダ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
」

1
9
8
9
年
に
結
成
さ
れ
、
30
年
近

く
に
渡
り
ケ
ル
ト
音
楽
界
を
牽
引
し
て

き
た
「
ダ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
」。
マ
ン
ド
リ

ン
の
名
手
ブ
ラ
イ
ア
ン
が
中
心
と
な
り
、

女
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
キ
ャ
シ
ー
の
心
に

染
み
る
美
し
い
歌
声
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
の
実
力
者
を

含
む
メ
ン
バ
ー
（
フ
ル
ー
ト
の
リ
ア
ム
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
シ
ェ
ー
ン
、
フ
ィ
ド

ル
の
ト
ム
、
ブ
ズ
ー
キ
の
マ
イ
ケ
ル
）
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い
演
奏
で
、人
々

を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

2
0
1
9
年
に
は
名
誉
あ
る
B
B
C

フ
ォ
ー
ク
・
ア
ワ
ー
ド
に
て
特
別
功
労

賞
を
受
賞
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

首
相
と
共
に
中
国
を
訪
問
し
て
政
府
首

脳
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
な
ど
、
正
真
正
銘
の
国
を
代
表
す
る

バ
ン
ド
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
成
熟
し
た
比
類
な
き
サ
ウ
ン
ド
は
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
伝
統
音
楽
の
根
幹
を
受

け
継
ぎ
、
世
界
中
の
多
く
の
フ
ァ
ン
か

ら
愛
さ
れ
て
い
る
。

圧
倒
的
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
‼

超
実
力
派
バン
ド「
ル
ナ
サ
」

1
9
9
6
年
、
当
時
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

音
楽
シ
ー
ン
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
実

力
派
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
り
結
成
さ

れ
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の

“
ド
リ
ー
ム
・
チ
ー
ム
”
と
し
て
話
題
を

呼
ん
だ
「
ル
ナ
サ
」。

メ
ン
バ
ー
は
、
ア
ル
タ
ン
や
ザ
・
チ
ー

フ
タ
ン
ズ
と
の
共
演
で
そ
の
名
を
轟
か

せ
た
フ
ィ
ド
ル
の
シ
ョ
ー
ン
、
温
か
い

フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
抜
群
の
ケ
ヴ
ィ
ン
、

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
新
し

い
境
地
を
開
拓
し
て
い
る
ベ
ー
シ
ス
ト

の
ト
レ
ヴ
ァ
ー
、
そ
し
て
2
0
0
0
年

に
パ
イ
パ
ー
の
キ
リ
ア
ン
が
加
わ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
「
聞
く
も
の
の
心
を
動

か
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
骨
の
髄
ま

で
ド
キ
ド
キ
さ
せ
、
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
、

感
動
さ
せ
て
く
れ
る
」（
英
フ
ォ
ー
ク

ル
ー
ツ
紙
）
と
ま
で
絶
賛
さ
れ
、「
ス
ー

パ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
超
実
力
派
集
団
。
栄
誉
あ
る
音

楽
賞
を
多
数
受
賞
し
、
N
Y
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
、
L
A
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ボ

2017 年ミューズ「チーフタンズ」公演にて、
リーダーの故パディ・モローニと共演するハ
ンバート�ハンバート。

初来日となるデイヴィッド・ギー
ニー。新次元と言われる世界チャン
ピオンのダンスは必見！

来日を心待ちにするルナサのメンバー。
アイルランドのバーにて、名物「ギネスビール」で乾杯！

ダーヴィッシュの長年の活動が認められ、BBCの名誉
あるフォーク・アワードにて特別功労賞を受賞。

2015年日本ツアーでは、唯一無二のアンサンブルと匠
な演奏で魅了した。

Ⓒ石田昌隆

2006年来日時、5人とは思えぬ力強いパフォーマンス
で、会場を熱狂の渦に包んだ。

Ⓒ石田昌隆

Lúnasa Dervish

David
Geaney

ケルティックケルティック・・クリスマスクリスマス
inin所沢所沢  

ウ
ル
な
ど
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、
圧
倒
的
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ
で
世
界
の
聴

衆
を
熱
狂
さ
せ
て
い
る
。

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

世
界
選
手
権
５
度
優
勝
！

「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ー
ニ
ー
」

「
顎
が
外
れ
る
ほ
ど
の
超
絶
技
巧
」（
英

ザ
・
タ
イ
ム
ス
）
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
前

人
未
到
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
卓
越
し
た
セ
ン

ス
の
超
一
級
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
の
は
、
数
々
の
大
会
で
タ
イ
ト
ル
を
総

な
め
に
す
る
新
次
元
の
ダ
ン
サ
ー
・
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
！
高
い
跳
躍
と
完
璧
な
ま
で
の

ス
テ
ッ
プ
は
、
誰
も
が
釘
付
け
に
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
！
世
界
N
o.
１
の
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
ス
を
是
非
間
近
に
お
楽

し
み
い
た
だ
き
た
い
。

「
ハ
ン
バ
ー
ト  

ハ
ン
バ
ー
ト
」が

出
演
決
定
！
ロ
ビ
ー
イ
ベン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
！

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に
ハ
ン
バ
ー
ト 

ハ
ン
バ
ー
ト
の
追
加
出
演
が
決
定
！

ミ
ュ
ー
ズ
へ
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
出

演
し
、
毎
回
ケ
ル
ト
音
楽
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
と
素
敵
な
共
演
を
見
せ
て
き

た
。
ケ
ル
ト
音
楽
を
愛
す
る
二
人
が
、

今
回
は
ダ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
と
共
演
し
、

特
別
な
一
夜
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
今
回
は
ロ
ビ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
！
貴
重
な
ケ
ル
ト
グ
ッ
ズ

の
販
売
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
し
て
終
演
後
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
冬
は
、
皆
で
集
い
、
戯
れ
、
ケ
ル

ト
の
音
楽
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
も
う
！！

ミ
ュ
ー
ズ
で
は
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス

ミ
ュ
ー
ズ
で
は
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
リ
ス

マ
ス
」。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
待
望
の
来
日
を
果
た
す
ト
ラ
ッ
ド
・
バ
ン

マ
ス
」。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
待
望
の
来
日
を
果
た
す
ト
ラ
ッ
ド
・
バ
ン

ド
「
ダ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
」「
ル
ナ
サ
」
と
、
世
界
の
名
だ
た
る
賞
を
総
な

ド
「
ダ
ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ュ
」「
ル
ナ
サ
」
と
、
世
界
の
名
だ
た
る
賞
を
総
な

め
に
し
て
い
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
サ
ー
「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ー

め
に
し
て
い
る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ダ
ン
サ
ー
「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ー

ニ
ー
」
が
初
登
場
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に
「
ハ
ン
バ
ー
ト

ニ
ー
」
が
初
登
場
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に
「
ハ
ン
バ
ー
ト  

ハ
ン
バ
ー

ハ
ン
バ
ー

ト
」
が
登
場
！
懐
か
し
さ
漂
う
サ
ウ
ン
ド
と
、
洗
練
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー

ト
」
が
登
場
！
懐
か
し
さ
漂
う
サ
ウ
ン
ド
と
、
洗
練
さ
れ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
特
別
な
一
夜
を
お
届
け
し
ま
す
。

マ
ン
ス
で
特
別
な
一
夜
を
お
届
け
し
ま
す
。

ルナサ ダーヴィッシュ

ケルティック・クリスマス
in 所沢2023

2023年 12月3日（日）　15：15開場  16：00開演
アークホール
料金◆  全席指定  S席¥5,800　A席¥4,600
 S席¥5,200　A席¥4,000

好評発売中

メンバーズ特割

※ 12：50〜ロビーにてケルト市・ワー
クショップなどのイベントあり

※ 未就学児の入場はご遠慮ください。

デイヴィッド・デイヴィッド・
　　ギーニー　　ギーニー

公演に合わせて、ワークショップや楽器自由
のロビーセッションも開催！楽しさ２００％で
ご参加下さい！

Lobby Session ロビーセッション ハンバート ハンバート David Geaney デイヴィッド・ギーニー Lúnasa ルナサ Dervish ダーヴィッシュLúnasa ルナサ Dervish ダーヴィッシュ

HUMB ERT 
 HUMBERTハンバート 

ハンバート
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次回のインフォ・マートは2023年11月15日発行予定です。どうぞお楽しみに。

所
沢
▼

▲
本
川
越

西
武
新
宿
線

航
空
公
園
駅

国道463号線（旧浦和・所沢線）

航空記念公園

児童相談所
図書館 航空発祥記念館

郵便局
市役所

警察署

西 武 新 宿 線
「航空公園駅」
東口より徒歩
10分・バス3分

所沢市民
文化センター
ミューズ04-2998-7777

チケットのお問合せは……ミューズチケットカウンター

● 窓口・電話予約10：00〜18：00 ※休館日を除く

● インターネット予約

※ 公演情報は2023年8月27日現在のものです。曲目・出演者の変更やチケットが売切れとなることも 
ございますので、ご了承ください。

クラシック・ポピュラー・演
劇・寄席など多彩で魅力溢れ
る公演を開催しております！
詳細はミューズホームページで
ご確認ください。
https://www.muse-tokorozawa.or.jp所沢　ミューズ 検 索

写真撮影（市民カメラマン）／三平資郎（6/18、7/15）佐藤清一郎（6/17、7/17）滝島利男（6/24、7/29） 津田資雄（6/25、7/19）中村仁（7/9）西山元博（7/22）

スタッフのつぶやき

ステージレポート
6月17日

　〜7月29日

ティボー・ガルシア［ギター］
〈キューブホール〉
曲目／�ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ

第14番《月光》より�第1楽章
� �バリオス：大聖堂�ほか

フジコ・ヘミング
ピアノソロコンサート
〈アークホール〉
�曲目／�リスト：ラ・カンパネラ�ほか
フジコさんの代名詞「ラ・カンパ
ネラ」など、慈愛に満ちた温かい
演奏に、満員の客席から大きな拍手が贈られました。終演後には、
アツ〜いキスマーク入りのサイン色紙をプレゼントしてくださ
いました！色紙はミューズのツイッターにアップしております
ので是非ご覧ください！

ロッテルダム・フィルハー
モニー管弦楽団
ラハフ・シャニ［指揮］
藤田真央［ピアノ］
〈アークホール〉
曲目／�ラフマニノフ：ピアノ協奏

曲第 3番�ニ短調 op.30
� �ブラームス：交響曲第 1番�

ハ短調 op.68

オリヴィエ・ラトリー［オルガン］
〈アークホール〉
曲目／�ワーグナー（ルメア編）：歌劇『さまよえるオランダ人』序曲�
� �J.S. バッハ：トッカータとフーガ� ニ短調「ドリア調」

BWV538ほか

カニサレス 至高のギター・リサイタル
〈キューブホール〉
出演／�フアン・マヌエル・カニサレス

［ギター］�フアン・カルロス・
ゴメス［セカンド・ギター］

曲目／�ロドリーゴ：『アランフェス協
奏曲』より第2楽章アダージョ
「アランフェス・マ・パンセ」、
カニサレス：『地中海組曲』

� ほか

2023 6/17
（土）

15
（土）

17
（月・祝）

小山実稚恵［ピアノ］
《華麗なるコンチェルト》
NHK 交響楽団×
広上淳一［指揮］
〈アークホール〉
曲目／�ブラームス：ピアノ協奏曲第1番�ニ短調�Op.15
� �ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第 3 番�ニ短調�Op.30

地中海が生んだコスモポリタン・バンド 
ライト・イン・バビロン
〈キューブホール〉
出演／�ミハル・カマル
� �［ヴォーカル/パーカッ

ション］
� �メテハン・チェフチェ
� �［サントゥール/サンスラ］
� �ジュリアン・デュマー［ギター］
曲目／�イスタンブール（トルコ伝統曲）、ジプシー・ラブ（ユ

ダヤ人伝統曲）、久石譲：君をのせて�ほか

第 115 回所沢寄席 
柳亭市馬・春風亭昇太
二人会
〈マーキーホール〉
出演／柳亭市馬、春風亭昇太、
� 江戸家猫八［動物ものまね］

人形劇『はらぺこあおむしショー』
〈マーキーホール〉
出演／劇団飛行船�
演目／『はらぺこあおむし』（もりひさし訳）ほか３作

ズーラシアンブラス・ジャズ＆ヘリテイジ
〈マーキーホール〉
出演／�ズーラシアンブラス�ジャズオーケス

トラ
曲目／�ペッパー警部、
� アイ・リメンバー・クリフォード、
� イン・ザ・ムード�ほか
お馴染みズーラシアンブラスによるジャズ
公演！ジャズの名曲はもちろん、昭和歌謡
からアニメ曲までジャズアレンジでお届け
しました。
また本公演で、ギターの “ オ
コジョ ” さんがデビュー☆
年末のジルベスターコンサー
トにも期待が高まります。

フジコ・ヘミング�ピアノソロコンサート

ロッテルダム・フィルハーモニー管弦楽団

オリヴィエ・ラトリー［オルガン］�

ティボー・ガルシア［ギター］

小山実稚恵［ピアノ］

ライト・イン・バビロン

第115回所沢寄席

人形劇『はらぺこあおむしショー』

ズーラシアンブラス・ジャズ＆ヘリテイジカニサレス�至高のギター・リサイタル

19
（火）

29
（土）

22
（土）

25
（日）

24
（土）

18
（日）

7/9
（日）

今年は一段と暑い日が続きましたが、いかがお過ごしでしょうか。
下半期のラインナップも続々と発表され、我々は “ 芸術の秋（残暑・冬）” に向けて着々と準備を進めております。中
でもイチオシは 30 周年ミューズ感謝祭でしょうか！豪華アーティストによる公演はもちろん、様々な企画をご用意し
て皆さまをお待ちしております。一緒に 30 周年をお祝いしましょう！！（W）


